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る
。
す
な
わ
ち
平
戸
藩
領
の
重
要
な
捕
鯨
漁
場
を
占
有
し
、

そ
こ
で
捕
獲
し
た
主
に
二
種
類
の
鯨
が
膨
大
な
運
上
の
納
入

に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
益
冨
組
が
、
平
戸
藩
領

の
捕
鯨
漁
場
に
お
い
て
如
何
な
る
鯨
種
を
、
ど
の
程
度
捕
獲

す
る
か
に
よ
っ
て
捕
鯨
業
経
営
の
成
長
度
合
い
が
判
明
し
た
。

　第
二
。
明
和
期
（
一
七
六
四
〜
一
七
七
一
）
か
ら
安
永
・

天
明
期
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
八
）
に
か
け
て
、
益
冨
組
は

壱
岐
と
生
月
島
の
捕
鯨
漁
場
以
外
に
生
月
島
の
隣
島
で
あ
っ

た
的
山
大
島
（
冬
浦
）
と
平
戸
島
津
吉
浦
（
春
浦
）
を
第
三

の
捕
鯨
漁
場
と
し
て
、
積
極
的
な
経
営
展
開
を
み
せ
た
こ
と

で
あ
る
。
益
冨
組
は
、
的
山
大
島
と
津
吉
浦
の
二
つ
の
漁
場

に
お
い
て
も
勢
美
鯨
と
座
頭
鯨
を
中
心
に
捕
獲
す
る
こ
と

で
、
平
戸
藩
領
に
お
け
る
有
力
な
捕
鯨
漁
場
を
獲
得
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
漁
場
獲
得
に
よ
り
益
冨
組
は
、
藩
内
で
の

巨
大
鯨
組
と
し
て
発
展
す
る
基
盤
を
整
え
て
い
っ
た
。

　第
三
。
平
戸
藩
領
で
は
、
益
冨
組
の
活
動
以
前
に
、
的
山

大
島
の
井
元
組
と
小
値
賀
島
の
小
田
組
に
よ
る
捕
鯨
業
活
動

が
み
ら
れ
た（
４
）。
生
月
島
を
挟
む
よ
う
に
展
開
し
て
い
た

井
元
組
と
小
田
組
の
捕
鯨
漁
場
お
よ
び
労
働
者
を
益
冨
組
が

吸
収
し
て
い
く
こ
と
で
、
益
冨
組
は
明
和
期
か
ら
寛
政
期

（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）
に
か
け
て
巨
大
鯨
組
と
し
て
の
展

開
を
み
せ
た
。
し
か
し
、
寛
政
初
期
に
は
益
冨
組
の
鯨
組
組

織
を
も
っ
て
し
て
も
大
嶋
組
と
津
吉
組
で
は
不
漁
に
見
舞
わ

れ
始
め
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　第
四
。
益
冨
大
嶋
組
と
益
冨
津
吉
組
の
不
漁
を
補
う
手
立

て
と
し
て
、
益
冨
組
は
文
化
期
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
七
）

一
、
は
じ
め
に

　本
稿
の
目
的
は
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

（
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
図

書
資
料
館
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
漁
業
制
度
資
料

　筆
写

稿
本
』（
以
下
、
筆
写
稿
本
）
所
収
の
（
当
時
長
崎
県
北
松
浦

郡
生
月
町
）
益
冨
治
保
家
文
書
（
以
下
、
益
冨
家
文
書
）
に
含

ま
れ
る
五
点
と
益
冨
家
文
書
の
原
史
料
一
点
を
合
わ
せ
た
六

点
の
翻
刻
に
よ
る
史
料
紹
介
で
あ
る（
１
）。
今
回
は
、
益
冨

家
が
寛
政
初
中
期
に
お
い
て
経
営
し
て
い
た
三
つ
の
鯨
組
で

あ
る
益
冨
御
崎
組
、
益
冨
瀬
戸
組
、
益
冨
勝
本
組
か
ら
平
戸

藩
へ
の
運
上
に
関
す
る
史
料
を
取
り
あ
げ
る
。

  
松
下
志
朗
は
、
益
冨
家
文
書
の
な
か
で
運
上
史
料
の
一
群

を
見
出
し
、
益
冨
組
か
ら
平
戸
藩
へ
の
膨
大
な
運
上
を
定
量

的
に
分
析
し
た
こ
と
は
、
拙
稿
に
お
い
て
も
説
明
し
て
き

た（
２
）。
松
下
の
研
究
の
特
徴
は
、
平
戸
藩
の
財
政
問
題
に

絡
め
て
益
冨
組
か
ら
の
運
上
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
松
下
の
焦
点

は
定
量
的
な
運
上
の
分
析
に
あ
っ
て
、
益
冨
組
の
捕
鯨
活
動

に
よ
る
経
営
展
開
に
着
目
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
筆
者
は
、
益
冨
家
文
書
お
よ
び
筆
写
稿
本
所
収
の

運
上
史
料
を
中
心
に
定
性
的
な
検
討
を
試
み
、
藤
本
隆
士
の

先
行
研
究
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
益
冨
組
の
平
戸
藩
領
に
お

け
る
経
営
展
開
に
つ
い
て
次
の
四
点
を
明
ら
か
に
し
た（
３
）。

　第
一
。
寛
延
・
宝
暦
期
（
一
七
四
八
〜
一
七
六
三
）
の
益

冨
組
は
、
平
戸
藩
領
の
生
月
島
と
壱
岐
の
捕
鯨
漁
場
に
お
い

て
勢
美
鯨
と
座
頭
鯨
を
中
心
に
捕
獲
し
て
い
た
こ
と
で
あ
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寛政初中期平戸藩領益冨組の取揚鯨と運上銀

5
．
本
文
中
の
体
裁
は
原
則
と
し
て
原
史
料
の
記
載
通
り
と
し
、
適
宜
本
書
形
式
に
合
わ
せ
て
統
一

し
た
。

6
．
片
仮
名
の
「
ニ
」「
ル
」
お
よ
び
助
詞
の
「
而
」
等
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
右
寄
せ
に
し
た
。

二
、
寛
政
初
期
に
お
け
る
益
冨
瀬
戸
・
勝
本
・
御
崎
組
の
取
揚
鯨
と
運
上
の
実
態

　
　【
史
料
1
】
天
明
八
・
寛
政
元
年
の
益
冨
瀬
戸
・
御
崎
組
の
運
上
史
料

（
表
紙
）

「

　
　寛政
元

申
冬
ゟ

　瀬
戸

　
　
　
　
　
　鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

酉
春
迄

　御
崎

　酉　
　五
月

　
　
　
　
　御
勝
手
方

　
　
　
　益
冨
又
左
衛
門
殿

　
　
　」

　
　
　申
冬
ゟ

　
　
　
　
　
　瀬
戸
組
運
上
先
納

　
　
　酉
春
迄

      

　
　
　

         

　
　益
冨
又
左
衛
門

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　浦
受
銀

一

　銀
六
拾
貫
目

　
　
　
　米
先
納

一

　銀
六
拾
貫
目

　
　
　
　魚
運
上
先
納

一

　銀
百
五
拾
貫
目

　
　
　油
運
上
先
納

　〆
銀
三
百
貫
目

　
　
　
　右
同
生
属
御
崎
組

一

　銀
拾
八
貫
目

　
　
　
　請
魚
運
上
先
納

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　米
先
納

一

　銀
弐
拾
五
貫
目

　
　
　油
先
納

　〆
銀
七
拾
三
貫
目

に
お
い
て
対
馬
藩
の
春
浦
へ
進
出
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
進
出
背
景
に
は
、
当

時
津
吉
組
の
春
浦
の
捕
獲
数
の
み
な
ら
ず
、
平
戸
藩
領
の
捕
鯨
漁
場
に
お
け
る
春
浦
全

体
の
捕
獲
数
は
冬
浦
全
体
に
比
べ
て
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の

点
に
関
し
て
筆
者
は
、
益
冨
組
が
寛
政
後
期
以
降
に
大
村
・
五
島
両
藩
の
春
浦
へ
進
出

し
て
い
た
動
向
に
つ
い
て
考
察
し
、
益
冨
組
に
よ
る
平
戸
藩
領
外
に
お
け
る
春
浦
を
中

心
と
し
た
捕
獲
活
動
に
と
も
な
う
経
営
展
開
の
意
義
に
つ
い
て
一
定
の
見
解
を
与
え
て

お
い
た（
５
）。

　松
下
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
運
上
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
以
上
の
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
本
稿
で
は
、
筆
写
稿
本
所
収
の
寛
政
初
中
期
に
お

け
る
生
月
島
御
崎
浦
と
壱
岐
の
瀬
戸
・
勝
本
浦
に
関
す
る
運
上
史
料
を
、
益
冨
家
文
書

の
原
史
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
翻
刻
す
る
。
こ
の
史
料
は
、
前
稿
で
使
用
し
た
大
島
・

津
吉
浦
に
関
す
る
運
上
史
料
と
同
年
代
の
も
の
で
あ
る（
６
）。

　と
く
に
本
稿
で
は
、
寛
政
初
中
期
の
益
冨
御
崎
組
、
壱
岐
の
益
冨
瀬
戸
組
・
勝
本
組

に
お
け
る
捕
獲
鯨
と
そ
の
運
上
の
実
状
を
浮
き
彫
り
に
し
、
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益

冨
組
捕
鯨
業
の
成
長
過
程
と
そ
の
背
景
を
探
る
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し

て
寛
政
後
期
か
ら
文
化
・
文
政
期
（
一
八
〇
四
〜
一
八
二
九
）、
さ
ら
に
天
保
・
弘
化
期

（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
七
）
を
へ
て
嘉
永
・
安
政
期
（
一
八
四
八
〜
一
八
五
九
）
に
至
る
益

冨
組
の
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
を
精
察
す
る
う
え
で
、
寛
政
初
中
期
の
平
戸
藩
領
内
に
お

け
る
益
冨
組
の
経
営
展
開
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
を
提
供
し
て
お
き
た
い
。

翻
刻
凡
例

1
．
筆
写
稿
本
中
の
旧
字
体
等
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
ゟ
、
〆
、
而
、
冨
に
つ
い

て
は
、
原
字
体
を
残
し
た
。

2
．
人
名
・
地
名
等
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
原
史
料
通
り
に
し
た
も
の
も
あ
る
。

3
．
本
文
中
に
読
点
（
、 

）、
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。

4
．
筆
写
稿
本
中
で
誤
記
・
誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
原
史
料
と
照
合
し
て
修
正
を
施

し
た
。
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㊞
残
三
百
七
拾
弐
貫
三
百
三
拾
弐
匁   

　納
り
前

　
　
　
　内
納
り
方

一

　銀
百
八
拾
貫
目

　
　未
十
月
先
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　金
為
替
ニ
而
大
坂
納
り

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　申
正
月
先
操

　
　
　内
三
拾
貫
目

　
　正
月
中
爰
元
納

　
　
　同
九
拾
貫
目

　
　二
月
十
日
迄
大
坂
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　申
五
月
先
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　六
月
五
日
限
爰
元
納

一

　銀
四
貫
八
百
目

但
、
去
ル
申
年
江
戸
御
指
支
ニ
付
、
葉
山
左
内
殿
廻
り
被
仰
付
候
、
出
銀
五
拾
貫

目
ニ
当
ル
八
朱
之
利
、
去
申
年
中
十
二
ヶ
月
ニ
当
ル
利

一

　銀
七
百
拾
八
匁
壱
分

但
、
御
台
所
御
用
て
い
ら
弐
千
九
百
三
拾
三
斤
、
代
六
百
五
拾
九
匁
九
分
弐
厘
、

赤
身
七
百
九
拾
三
斤
、
代
三
拾
五
匁
六
分
八
厘
、
蕪
骨
七
貫
五
百
目
、
代
拾
壱
匁

弐
分
五
厘
、
不
り
く
七
貫
五
百
目
、
代
拾
壱
匁
弐
分
五
厘
、
右
品
ニ々
当
ル
代

一

　銀
百
四
拾
五
貫
九
百
六
拾
弐
匁
壱
分
七
厘

但
、
去
申
春
指
引
残

　
　㊞

〆
銀
五
百
七
拾
壱
貫
四
百
八
拾
目
弐
分
七
厘

　
　内
三
百
七
拾
弐
貫
三
百
三
拾
弐
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　右
記
納
り
前
引

　
　㊞

引
残
百
九
拾
九
貫
百
四
拾
八
匁
弐
分
七
厘

　
　渡
り
前

右
者
瀬
戸
御
崎
組
去
申
冬
ゟ
当
酉
春
迄
、
鯨
御
運
上
銀
并
相
定
組
方
先
納
銀
指
引
如
斯

御
座
候
、
納
り
通
ニ
相
成
銀
預
り
置
申
候
、
追
而
指
引
相
立
可
申
候
以
上

一

　銀
六
拾
五
貫
五
百
弐
拾
四
匁

但
、
瀬
戸
組
冬
浦
ニ
而
取
揚
候
鯨
数
四
拾
六
本
之
内
、
勢
美
本
魚
拾
八
本
、
御
運

上
銀
四
拾
貫
五
百
目
、
同
見
分
物
弐
拾
弐
本
、
御
運
上
銀
弐
拾
弐
貫
九
百
五
拾

目
、
座
頭
見
分
物
四
本
、
御
運
上
銀
壱
貫
九
百
三
拾
目
、
鰯
鯨
壱
本
、
御
運
上
銀

拾
五
匁
、
志
も
り
鯨
壱
本
、
御
運
上
銀
百
弐
拾
九
匁
、
右
魚
数
ニ
当
ル
御
運
上
銀

一

　銀
八
貫
目

但
、
右
同
所
春
浦
ニ
而
取
揚
候
鯨
数
九
本
之
内
、
勢
美
本
魚
三
本
、
御
運
上
銀
四

貫
五
百
目
、
同
見
分
物
五
本
、
御
運
上
銀
三
貫
三
百
目
、
座
頭
見
分
物
壱
本
、
御

運
上
銀
三
百
目
、
右
魚
数
ニ
当
ル
御
運
上
銀

一

　銀
百
弐
拾
弐
貫
八
百
八
匁

但
、
右
同
所
冬
春
魚
数
五
拾
五
本
ニ
当
ル
御
運
上
油
弐
千
四
百
七
拾
三
丁
之
内
、

百
三
拾
挺
御
台
所
御
用
、
同
百
五
拾
丁
御
家
中
、
油
引
残
弐
千
九
百
拾
三
丁
九
ニ

当
ル
代
銀
壱
丁
五
拾
六
匁
替
ニ
〆

一

　銀
拾
八
貫
目

但
、
御
崎
組
定
魚
運
上
銀

一

　銀
三
拾
六
貫
四
百
目

但
、
右
同
所
定
油
六
百
五
拾
丁
、
代
壱
挺
五
拾
六
匁
か
へ
ニ
〆

一

　銀
壱
貫
五
百
目

但
、
瀬
戸
組
米
先
納
六
拾
貫
目
ニ
当
ル
米
弐
千
九
百
弐
拾
六
俵
弐
斗
四
升
八
合
八

勺
渡
前
之
処
、
三
千
俵
相
渡
候
、
指
引
残
七
拾
三
俵
五
斗
壱
合
弐
勺
渡
越
相
成
分

　
　
　㊞

合
銀
六
百
弐
拾
五
貫
三
百
三
拾
弐
匁

　
　内
六
拾
貫
目

　
　
　
　瀬
戸
組
魚
先
納
引

　
　同
百
五
拾
貫
目

　
　
　右
同
所
油
先
納
引

　

　
　同
拾
八
貫
目

　
　
　
　御
崎
組
魚
先
納
引

　
　同
弐
拾
五
貫
目

　
　
　右
同
所
油
先
納
引
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一

　銀
拾
五
貫
目

　
　
　
　同
所
春
浦
先
納

　〆
銀
弐
百
五
拾
五
貫
目

　
　
　
　右
同
生
属
御
崎
組

一

　銀
拾
八
貫
目

　
　
　
　請
魚
運
上
先
納

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　米
先
納

一

　銀
弐
拾
五
貫
目

　
　
　油
先
納

　〆
銀
七
拾
三
貫
目

一

　銀
六
拾
九
貫
七
百
七
拾
五
匁

但
、
勝
本
組
冬
浦
ニ
而
取
揚
候
鯨
数
四
拾
三
本
之
内
、
勢
美
本
魚
弐
拾
本
、
御
運

上
銀
四
拾
五
貫
目
、
同
見
分
物
弐
拾
壱
本
、
御
運
上
銀
弐
拾
三
貫
六
百
五
拾
目
、

座
頭
本
魚
壱
本
、
御
運
上
銀
壱
貫
百
弐
拾
五
匁
、
同
白
子
壱
本
、
御
運
上
な
し
、

右
魚
数
ニ
当
ル
御
運
上
銀

一

　銀
九
貫
八
百
目

但
、
右
同
所
春
浦
ニ
而
取
揚
候
鯨
数
拾
壱
本
之
内
、
勢
美
本
魚
四
本
、
御
運
上
銀

六
貫
目
、
同
見
分
物
三
本
、
御
運
上
銀
弐
貫
八
百
目
、
座
頭
見
分
物
四
本
、
御
運

上
銀
壱
貫
目
、
右
魚
数
ニ
当
ル
御
運
上
銀

一

　銀
百
四
拾
弐
貫
弐
百
九
拾
六
匁

但
、
右
同
所
冬
春
魚
数
五
拾
四
本
ニ
当
ル
御
運
上
油
弐
千
八
百
弐
拾
壱
丁
之
内
、

百
三
拾
丁
御
台
所
御
用
、
同
百
五
拾
丁
御
家
中
渡
、
引
残
弐
千
五
百
四
拾
壱
丁
ニ

当
ル
代
壱
丁
五
拾
六
匁
か
へ

一

　銀
拾
八
貫
目

　
　但
、
御
崎
組
相
定
魚
運
上
銀

一

　銀
三
拾
六
貫
四
百
目

　
　但
、
右
同
所
定
油
六
百
五
拾
丁
、
代
壱
丁
五
拾
六
匁
か
へ

合
銀
六
百
四
貫
弐
百
七
拾
壱
匁

　
　内
五
拾
貫
目

　
　
　勝
本
組
魚
運
上
先
納
引

　
　酉

      

　五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　武

　富
喜

　
　
　蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　亀

　渕
与

　
　
　助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　益
冨
又
左
衛
門
殿

　前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　橋

　本
勇

　
　
　平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　日

　高
治
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　吉

　木
形
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　都
野
川
軍

　兵

　衛
㊞

【
史
料
2
】
寛
政
元･

二
年
の
益
冨
勝
本
・
御
崎
組
の
運
上
史
料

（
表
紙
）

「

　
　寛
政
二

酉
冬
ゟ

　勝
本

　
　
　
　
　
　鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

戌
春
迄

　御
崎

　戌　
　五
月

　
　
　
　
　
　御
勝
手
方

　
　
　
　益
冨
又
左
衛
門
殿

　
　
　」

　
　
　酉
冬
ゟ

　
　
　
　
　
　勝
本
組
運
上
先
納

　
　
　戌
春
迄

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　浦
請
銀

一

　銀
六
拾
貫
目

　
　
　
　米
先
納

一

　銀
五
拾
貫
目

　
　
　
　魚
運
上
先
納

一

　銀
百
貫
目

　
　
　
　
　油
先
納
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右
者
去
酉
冬
ゟ
当
戌
春
迄
、
勝
本
・
御
崎
組
鯨
御
運
上
銀
并
相
定
組
方
先
納
銀
指
引
如

斯
御
座
候
、
納
り
通
ニ
相
成
銀
預
り
置
申
候
、
追
而
指
引
立
可
申
候
已
上

　
　戌

      

　五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　竹

　富
喜

　
　
　蔵
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　亀

　渕
与

　
　
　助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　益
冨
又
左
衛
門
殿

　前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　橋

　本
勇

　
　
　平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浦

　
　七
左
衛
門
㊞

【
史
料
3
】
寛
政
二
・
三
年
の
益
冨
瀬
戸
・
御
崎
組
の
運
上
史
料

（
表
紙
）

「

　
　寛
政
三

戌
冬
ゟ

　
　
　瀬
戸
鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

亥
春
迄

　亥　
　五
月

　
　
　
　
　
　
　御
勝
手
方
」

        　
　
　戌
冬
ゟ

　

　
　
　
　
　
　瀬
戸
組
御
運
上
先
納

　
　
　亥
春
迄  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　益
冨
又
左
衛
門

　

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　浦
請
銀

一

　銀
六
拾
貫
目

　
　
　
　米
先
納

一

　銀
六
拾
貫
目

　
　
　
　魚
先
納

一

　銀
百
五
拾
貫
目

　
　
　油
先
納

　〆
銀
三
百
貫
目

　
　同
百
貫
目

　
　
　
　同
所
油
先
納
引

　
　同
拾
五
貫
目

　
　
　勝
本
春
浦
先
納
引

　

　
　同
拾
八
貫
目

　
　
　御
崎
組
魚
先
納
引

　
　同
弐
拾
五
貫
目

　
　右
同
所
油
先
納
引

残
三
百
九
拾
六
貫
弐
百
七
拾
壱
匁

　
　納
り
前

　
　
　
　内
納
り
方

一

　銀
百
八
拾
貫
目

　
　申
十
一
月
先
操

　
　
　内
百
弐
拾
貫
目

　大
坂
為
替
納

　
　
　同
六
拾
貫
目      

爰
許
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　酉
二
月
先
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
坂
為
替
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　酉
五
月
先
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　爰
許
納

一

　銀
五
貫
弐
百
目

但
、
去
ル
申
年
江
戸
御
指
支
ニ
付
、
葉
山
左
内
廻
り
被
仰
付
候
、
出
銀
五
拾
貫
目
ニ

当
ル
八
朱
之
利
、
去
酉
年
中
十
三
ヶ
月
ニ
当
ル
利
銀

一

　銀
七
百
拾
壱
匁
八
分
三
厘

但
、
御
台
所
御
用
て
い
ら
三
千
六
拾
七
斤
、
代
六
百
九
拾
目
八
厘
、
不
り
く
七
貫

五
百
目
、
代
拾
壱
匁
弐
分
五
厘
、
蕪
骨
七
貫
目
、
代
拾
匁
五
分
、
右
品
ニ々
当
ル

銀

一

　銀
百
九
拾
九
貫
百
四
拾
八
匁
弐
分
七
厘

　
　但
、
去
酉
春
指
引
残

〆
銀
六
百
弐
拾
五
貫
六
拾
目
壱
分

　
　内
三
百
九
拾
六
貫
弐
百
七
拾
壱
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　前
記
納
り
前
引

引
残
弐
百
弐
拾
八
貫
七
百
八
拾
九
匁
壱
分

　
　納
り
通
預
り
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　㊞
残
弐
百
五
拾
壱
貫
五
百
七
拾
四
匁

　
　納
り
前

　
　
　
　内
納
り
方

一

　銀
百
八
拾
貫
目

　
　
　組
方
先
納
前
操

　
　
　内
八
拾
貫
目

　
　
　酉
十
二
月
十
日
限
大
坂
直
納

　
　
　同
百
貫
目

　
　
　
　十
一
月
十
日
限
爰
元
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　
　戌
正
月
二
月
爰
元
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　
　五
月
六
月
爰
元
納

一

　銀
四
貫
八
百
目

但
、
去
ル
申
年
江
戸
御
指
支
ニ
付
、
葉
山
左
内
殿
廻
り
被
仰
付
候
、
出
銀
五
拾
貫

目
八
朱
ニ
当
ル
利
銀
、
去
戌
年
中
十
二
ヶ
月
ニ
当
ル
銀

一

　銀
七
百
拾
匁
五
分
五
厘

但
、
御
台
所
御
用
て
い
ら
三
千
六
拾
斤
、
代
六
百
八
拾
八
匁
五
分
、
蕪
骨
七
貫
五

百
目
代
、
拾
壱
匁
弐
分
五
厘
、
不
り
く
七
貫
弐
百
目
、
代
拾
匁
八
分
、
右
品
ニ々

当
ル
銀

一

　銀
弐
百
弐
拾
八
貫
七
百
八
拾
九
匁
壱
分

　
　但
、
去
戌
春
指
引
残
納
り
通
渡
り
前

　
　㊞

〆
銀
六
百
五
拾
四
貫
弐
百
九
拾
九
匁
六
分
五
厘

　
　内
弐
百
五
拾
壱
貫
五
百
七
拾
四
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　右
記
納
り
前
引

　
　㊞

引
残
四
百
弐
貫
七
百
弐
拾
五
匁
六
分
五
厘

　
　納
り
通

　〆
右
者
去
戌
冬
ゟ
当
亥
春
迄
、
瀬
戸
・
御
崎
組
鯨
御
運
上
銀
并
相
定
組
方
先
納
銀
差
引
如

斯
御
座
候
、
納
り
通
ニ
相
成
銀
預
り
置
申
候
、
追
而
指
引
相
立
可
申
候
以
上

　
　亥

　
　
　
　生
属
御
崎
組

一

　銀
拾
八
貫
目

　
　
　
　請
魚
運
上
先
納

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　米
先
納

一

　銀
弐
拾
五
貫
目

　
　
　油
先
納

　〆
銀
七
拾
三
貫
目

一

　銀
三
拾
壱
貫
目

但
、
瀬
戸
組
冬
浦
ニ
而
取
揚
候
魚
数
弐
拾
七
本
之
内
、
勢
美
本
魚
六
本
、
御
運
上

銀
拾
三
貫
五
百
目
、
同
見
分
物
拾
四
本
、
御
運
上
銀
拾
五
貫
弐
百
目
、
座
頭
見
分

物
七
本
、
御
運
上
銀
弐
貫
三
百
目
、
右
魚
数
ニ
当
ル
御
運
上
銀

一

　銀
五
貫
三
百
目

但
、
右
同
所
春
浦
ニ
而
取
揚
候
勢
美
五
本
之
内
、
三
本
本
魚
、
御
運
上
銀
四
貫
五

百
目
、
同
見
分
物
弐
本
、
御
運
上
銀
八
百
目
ニ
而

一

　銀
四
拾
弐
貫
百
七
拾
四
匁

但
、
右
同
所
冬
春
魚
数
三
拾
弐
本
ニ
当
ル
御
運
上
油
千
六
拾
壱
挺
之
内
、
御
台
所

御
用
油
百
三
拾
挺
、
御
家
中
渡
り
油
百
五
拾
挺
、
引
残
七
百
八
拾
壱
挺
、
代
壱
挺

五
拾
六
匁
替
ニ
〆

一

　銀
拾
八
貫
目

　
　但
、
御
崎
組
相
定
魚
請
運
上
銀

一

　銀
三
拾
五
貫
百
目

　
　但
、
右
同
所
定
油
六
百
五
拾
挺
、
代
壱
挺
五
拾
四
匁
替
ニ
〆

　
　㊞

合
銀
五
百
四
貫
五
百
七
拾
四
匁

　
　内
六
拾
貫
目

　
　
　瀬
戸
組
魚
運
上
魚
先
納
引

　
　同
百
五
拾
貫
目

　
　同
所
油
先
納
引

　

　
　同
拾
八
貫
目

　
　
　御
崎
組
魚
運
上
魚
先
納
引

　
　同
弐
拾
五
貫
目

　
　同
所
油
先
納
引



― 230 ―

五
拾
目
替

　〆
銀
三
百
四
拾
三
貫
七
百
五
拾
目

　
　
　
　生
属
御
崎
組

一

　銀
拾
八
貫
目

　
　
　
　
　
　
　請
魚
運
上
銀

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　
　
　
　米
先
納

一

　銀
三
拾
弐
貫
五
百
目

　
　
　
　諸
魚
運
上
油

　
　但
、
冬
・
春
鯨
御
運
上
定
油
六
百
五
拾
挺
、
代
壱
挺
定
五
拾
目
替

　〆
銀
八
拾
貫
五
百
目

　
　㊞

合
銀
四
百
弐
拾
四
貫
弐
百
五
拾
目

　
　納
前

　
　
　
　内
納
り
方

一

　銀
百
八
拾
貫
目

　
　
　組
方
先
納
前
操

　
　
　内
八
拾
貫
目

　
　
　戌
二
月
十
日
限
大
坂
納

　
　
　同
百
貫
目      

　
　同
十
一
月
十
日
限
爰
元
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　
　亥
春
大
坂
仕
出
組
方
先
納

　
　
　内
六
拾
貫
目

　
　
　二
月
中
大
坂
納

　
　
　同
六
拾
貫
目

　
　
　三
月
中
右
同
所
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　
　亥
五
月
組
方
先
納

　
　
　内
六
拾
貫
目

　
　
　五
月
中
爰
許
納

　
　
　同
六
拾
貫
目

　
　
　六
月
廿
日
限
大
坂
納

　
　
　㊞

　〆
銀
四
百
弐
拾
貫
目

　
　
　
　
　

　㊞
残
四
貫
弐
百
五
拾
目

　
　子
六
月
三
日
納

　
　〆
皆
済

　
　
　五
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　竹

　富
喜

　
　
　蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　亀

　渕
与

　
　
　助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　益
冨
又
左
衛
門
殿

　前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　橋

　本
勇

　
　
　平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　喜
多
川
集

　兵

　衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　吉

　木
形
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　都
野
川
軍

　兵

　衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浦

　
　七
左
衛
門
㊞

三
、
寛
政
中
期
に
お
け
る
益
冨
勝
本
・
瀬
戸
・
御
崎
組
の
取
揚
鯨
と
運
上
の
実
態

　
　【
史
料
4
】
寛
政
三
・
四
年
の
益
冨
勝
本
・
御
崎
組
の
運
上
史
料

（
表
紙
）

「

　
　寛
政
四

亥
冬
ゟ
勝
本

　
　
　
　
　鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

子
春
迄
御
崎

　
　子

　
　
　六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　」

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　
　
　
　浦
請
銀

一

　銀
六
拾
貫
目

　
　
　
　
　
　
　米
先
納

一

　銀
七
拾
八
貫
七
百
五
拾
目

　
　諸
魚
運
上
銀

但
、
冬
・
春
定
請
勢
美
鯨
本
魚
三
拾
五
本
之
御
運
上
銀
壱
本
ニ
付
、
弐
貫
弐
百
五

拾
目
宛

一

　銀
百
七
拾
五
貫
目  

　
　

    

　諸
魚
運
上
油

但
、
冬
・
春
定
請
勢
美
鯨
本
魚
三
拾
五
本
之
御
運
上
油
三
千
五
百
挺
、
代
壱
挺
定
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一

　銀
六
拾
貫
目

　
　
　
　
　
　
　米
先
納

一

　銀
七
拾
八
貫
七
百
五
拾
目

　
　諸
魚
御
運
上
銀

但
、
冬
・
春
定
請
勢
美
鯨
本
魚
三
拾
五
本
之
御
運
上
銀
壱
本
ニ
付
、
弐
貫
弐
百
五

拾
目
宛

一

　銀
百
七
拾
五
貫
目  

　
　

    

　諸
魚
御
運
上
油

但
、
冬
・
春
定
請
勢
美
鯨
本
魚
三
拾
五
本
之
御
運
上
油
三
千
五
百
挺
、
代
壱
挺
定

五
拾
目
替

　〆
銀
三
百
四
拾
三
貫
七
百
五
拾
目

　
　
　
　生
属
御
崎
組

一

　銀
拾
八
貫
目

　
　
　
　
　
　
　請
魚
御
運
上
銀

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　
　
　
　米
先
納

一

　銀
三
拾
弐
貫
五
百
目

　
　
　
　諸
魚
御
運
上
油

　
　但
、
冬
・
春
鯨
御
運
上
定
油
六
百
五
拾
挺
、
代
壱
挺
定
五
拾
目
替

　〆
銀
八
拾
貫
五
百
目

　
　
　
　㊞

合
銀
四
百
弐
拾
四
貫
弐
百
五
拾
目

　
　納
前

　
　
　
　内
納
り
方

一

　銀
百
八
拾
貫
目

　
　
　亥
冬
先
納
前
操

　
　
　内
七
拾
貫
目

　
　
　亥
十
一
月
朔
日
限
爰
許
納

　
　
　同
百
拾
貫
目

　
　
　同
十
二
月
十
日
限
大
坂
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　
　子
春
先
納
前
繰

　
　
　内
六
拾
貫
目

　
　
　子
二
月
中
爰
許
納

　
　
　同
六
拾
貫
目

　
　
　子
三
月
中
右
同
断

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　
　子
夏
先
納
前
操

　
　
　内
六
拾
貫
目

　
　
　子
五
月
中
爰
許
納

　
　
　同
六
拾
貫
目

　
　
　同
六
月
十
五
日
限
大
坂
納

（
貼
紙
）

　㊞

　
　
　此
銀
木
屋
助
次
郎
家
ゟ
相
納
り
済

　

右
者
去
亥
冬
ゟ
当
子
春
迄
、
勝
本
・
御
崎
組
鯨
運
上
銀
并
相
定
組
方
先
納
銀
指
引
如
御

座
候
以
上

　
　子
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　深

　見
又
次
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　

                  

　
　
　浦

　瀬
辰

　
　
　平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　益
冨
又
左
衛
門
殿

　前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　橋

　本
勇

　
　
　平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　喜
多
川
集

　兵

　衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　日

　高
治
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　吉

　木
形
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浦

　
　七
左
衛
門
㊞

【
史
料
5
】
寛
政
四
・
五
年
の
益
冨
瀬
戸
・
御
崎
組
の
運
上
史
料

（
表
紙
）

「

　
　寛
政
五

子
冬
ゟ
瀬
戸

　
　
　
　
　鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

丑
春
迄
御
崎

　
　丑

　
　
　五
月

　
　
　
　
　御
勝
手
方
」

　

　
　
　子
冬
ゟ

　
　
　
　
　
　瀬
戸
組
御
運
上
先
納

　
　
　丑
春
迄

一

　銀
三
拾
貫
目     

　

 

　
　
　
　浦
請
銀
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一

　銀
三
拾
貫
目     

　

 

　
　
　
　浦
請
銀

一

　銀
六
拾
貫
目      

　
　
　
　
　米
先
納

一

　銀
七
拾
八
貫
七
百
五
拾
目

　
　諸
魚
御
運
上
銀

但
、
冬
・
春
定
請
勢
美
鯨
本
魚
三
拾
五
本
之
御
運
上
銀
壱
本
ニ
付
、
弐
貫
弐
百
五

拾
目
宛

一

　銀
百
七
拾
五
貫
目

　
　
　
　
　諸
魚
御
運
上
油

但
、
冬
・
春
定
請
勢
美
鯨
本
魚
三
拾
五
本
之
御
運
上
油
三
千
五
百
挺
、
代
壱
挺
定

五
拾
目
替

　〆
銀
三
百
四
拾
三
貫
七
百
五
拾
目

　
　
　
　生
属
御
崎
組

一

　銀
拾
八
貫
目

　
　
　
　
　
　
　請
魚
御
運
上
銀

一

　銀
三
拾
貫
目

　
　
　
　
　
　
　米
先
納

一

　銀
三
拾
弐
貫
五
百
目      

　
　諸
魚
御
運
上
油

　
　但
、
冬
・
春
定
請
御
運
上
油
六
百
五
拾
挺
、
代
壱
挺
定
五
拾
目
替

　〆
銀
八
拾
貫
五
百
目

　
　
　㊞

合
銀
四
百
弐
拾
四
貫
弐
百
五
拾
目  

　納
前

　
　
　
　内
納
り
方

一

　銀
百
八
拾
貫
目

　
　
　子
冬
先
納
前
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　十
一
月
朔
日
限
平
戸
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　
　丑
春
先
納
前
繰

　
　
　内
四
拾
八
貫
目

　
　丑
三
月
十
日
限
大
坂
納

　
　
　同
七
拾
弐
貫
目

　
　丑
三
月
朔
日
限
平
戸
納

一

　銀
百
弐
拾
貫
目

　
　
　丑
夏
先
納
前
操

　
　
　内
百
貫
目

　
　
　
　丑
六
月
朔
日
限
平
戸
納

　
　
　同
弐
拾
貫
目

　
　
　丑
六
月
中
大
坂
納

　〆
銀
四
百
弐
拾
貫
目

　
　
　
　
　

      
　㊞

引
残
四
貫
弐
百
五
拾
目

　
　組
揚
納
前

　丑
ノ
五
月
七
日
川
崎
屋
藤
助
方
ゟ
相
納
ル

　

右
者
去
子
冬
ゟ
当
丑
春
迄
、
瀬
戸
・
御
崎
組
鯨
御
運
上
銀
并
相
定
組
方
先
納
銀
指
引
如

此
御
座
候
以
上

　
　丑
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　永

　田
幸

　之

　助
㊞

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　深

　見
又
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　南

　部
曽

　
　
　平

　
　
　
　
　
　
　
　
　益
冨
又
左
衛
門
殿

　前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　橋

　本
勇

　
　
　平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　日

　高
治
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浦

　
　七
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　牧

　山
権
右
衛
門

【
史
料
6
】
寛
政
五
・
六
年
の
益
冨
勝
本
・
御
崎
組
の
運
上
史
料

（
表
紙
）

「

　
　
　
　寛
政
六

丑
冬
ゟ

　
　
　勝
本
・
御
崎
鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

寅
春
迄

　
　寅

　
　
　五
月

　
　
　
　
　御
勝
手
方

　
　
　」
　

　
　
　丑
冬
ゟ

　
　
　
　
　
　勝
本
組
御
運
上
先
納

　
　
　寅
春
迄
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討
し
て
い
た
内
容
と
同
様
の
結
果
が
う
か
が
え
た
。
つ
ま
り
、
取
揚
鯨
の
種
類
と
数
量

に
よ
っ
て
運
上
が
事
細
か
に
定
ま
っ
て
い
た
。

　第
二
。
運
上
に
つ
い
て
で
あ
る
。
史
料
1
か
ら
3
ま
で
と
、
史
料
4
か
ら
6
ま
で
と

は
運
上
の
設
定
が
異
な
っ
て
い
た
。
運
上
の
設
定
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
松
下
が
完
全

な
る
定
額
化
が
開
始
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
た
。
本
稿
で
着
目
す
る
こ

と
は
、
壱
岐
の
両
組
に
お
い
て
は
勢
美
鯨
の
運
上
を
基
準
と
し
て
固
定
化
が
設
定
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
松
下
は
、
寛
政
期
以
降
の
運
上
の
定
額
化
は
益
冨
組
経
営
に
と
っ
て

大
き
な
圧
迫
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
、
勢
美

鯨
三
十
五
頭
以
上
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
当
時
の
益
冨
組
の
沖
場
組
織
で
は
不
可
能
な
数

字
で
は
な
か
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
固
定
化
が
益
冨
組
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
か
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
藩
領
外
へ
の

展
開
を
み
て
も
益
冨
組
に
と
っ
て
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
い

ず
れ
に
し
て
も
西
海
地
方
（
壱
岐
）
で
は
、
勢
美
鯨
が
最
上
の
鯨
と
し
て
運
上
に
お
い

て
位
置
づ
け
さ
れ
、
益
冨
組
は
販
売
の
た
め
の
鯨
油
・
鯨
肉
用
と
し
て
も
最
も
高
い
捕

獲
数
を
目
指
し
て
い
た
。

　第
三
。
壱
岐
の
瀬
戸
組
と
勝
本
組
の
運
上
額
の
違
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
安
永
九

（
一
七
八
〇
）
年
前
後
の
運
上
史
料
の
分
析
結
果
と
同
様
で
あ
り
、
瀬
戸
浦
が
勝
本
浦

に
比
べ
て
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
ま
で
は
、
定
額
の
魚
お
よ
び
油
の
先
納
銀
が
六
十

貫
も
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
か
ら
は
定
額
化
さ
れ

て
両
浦
の
運
上
は
同
額
と
な
っ
た
。
こ
の
の
ち
瀬
戸
浦
か
ら
前
目
浦
へ
変
わ
る
が
、
そ

の
理
由
の
一
つ
と
し
て
瀬
戸
浦
の
春
浦
が
一
段
と
不
漁
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
に
漁
場
の

位
置
を
変
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

　第
四
。
益
冨
組
の
成
長
過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
。
寛
政
期
で
は
、
宝
暦･

明
和
期
を

へ
て
取
揚
鯨
が
増
加
し
、
運
上
銀
も
ま
た
安
永
末
期
・
天
明
初
期
よ
り
増
大
し
て
い

た
。
平
戸
藩
領
に
お
け
る
取
揚
鯨
の
増
大
に
よ
り
益
冨
組
は
、
巨
大
鯨
組
へ
と
変
貌
し

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
冬
浦
の
捕
獲
数
は
増
加
し
た
が
、
春
浦
の
捕
獲
数
は
そ
の
ま
ま

　
　
　
　㊞

　〆
銀
四
百
弐
拾
貫
目

引
残
四
貫
弐
百
五
拾
目

　
　組
揚
納
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　納
り
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　五
月
三
日
納

右
者
去
丑
冬
ゟ
当
寅
春
迄
、
勝
本
・
御
崎
鯨
組
御
運
上
銀
并
相
定
先
納
銀
指
引
如
此
御

座
候
以
上

　
　寅

　
　
　五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　永

　田
康

　之

　助
㊞

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　深

　見
又
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

   

　益
冨
又
左
衛
門
殿

前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　橋

　本
勇

　
　
　平
㊞

                              

　
　
　
　
　日

　高
治
左
衛
門
㊞

                              

　
　
　
　
　吉

　木
形
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浦

　
　七
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　牧

　山
権
右
衛
門

四
、
小
結

　寛
政
初
期
と
中
期
に
わ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
の
史
料
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
そ

の
な
か
で
初
期
の
史
料
3
に
つ
い
て
は
、
筆
写
稿
本
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
益
冨
家
文
書
の
原
史
料
か
ら
翻
刻
し
た
。
本
稿
論
題
と
は
じ
め
に
お
い
て
示
し
た

論
点
に
即
し
て
、
本
史
料
に
関
し
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　第
一
。
取
揚
鯨
に
つ
い
て
で
あ
る
。
史
料
1
・
2
・
3
よ
り
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、

益
冨
組
で
は
勢
美
鯨
と
座
頭
鯨
の
捕
獲
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
冬
鯨
の
捕
獲
数
は

春
浦
の
そ
れ
を
圧
倒
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
取
揚
鯨
の
特
色
に
関
し
て
は
、
拙
稿
で
検
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（
5
）
末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』。

（
6
）
末
田
前
掲
「
寛
政
前
期
平
戸
藩
領
に
お
け
る
捕
鯨
業
の
一
様
相
」。

附
記　神

奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
所
蔵
『
漁
業
制
度
資
料

　筆
写
稿
本
』
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て

は
、
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
の
諸
先
生
な
ら
び
に
職
員
の
皆
様
に
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
近
世
・
近

代
漁
業
史
的
視
点
か
ら
の
分
析
の
重
要
性
お
よ
び
『
漁
業
制
度
資
料

　筆
写
稿
本
』
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
伊
藤
康
宏
先
生
（
島
根
大
学
教
授
）、
田
島
佳
也
先
生
（
神
奈
川
大
学
教
授
）、
片
岡
千

賀
之
先
生
（
長
崎
大
学
名
誉
教
授
）、
小
岩
信
竹
先
生
（
東
京
国
際
大
学
教
授
）
を
は
じ
め
と
す
る
先

生
方
か
ら
、
水
産
史
研
究
会
な
ら
び
に
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
の
共
同
研
究
会
を
通
じ
て
数
多
く

の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。

　益
冨
家
文
書
お
よ
び
益
冨
組
を
中
心
と
し
た
近
世
西
海
捕
鯨
業
史
に
関
す
る
経
済
史
・
経
営
史
研

究
に
つ
い
て
は
、
恩
師
の
藤
本
隆
士
先
生
（
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
歴
史

地
理
学
・
民
俗
学
的
観
点
か
ら
の
分
析
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
恩
師
の
田
畑
久
夫
先
生
（
昭
和
女

子
大
学
大
学
院
教
授
）
よ
り
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
益
冨
家
文
書
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

福
岡
大
学
研
究
推
進
部
の
藤
本
俊
史
先
生
、
後
藤
正
明
先
生
よ
り
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し

て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
冬
・
春
両
浦
の
捕
獲
数
の
優
劣
に
よ
り
平
戸
藩
領
の
捕
鯨
漁
場
に

つ
い
て
は
、
西
海
地
方
に
お
い
て
近
世
中
後
期
を
通
し
た
地
域
性
が
判
明
す
る
。

　最
後
に
課
題
と
し
て
次
稿
で
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
寛
政
初
中
期
の
運
上
史
料
六
点

に
続
き
、
寛
政
中
後
期
の
運
上
史
料
六
点
を
翻
刻
し
、
本
稿
と
合
わ
せ
た
結
論
お
よ
び

益
冨
組
の
享
保
期
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
五
）
か
ら
寛
政
期
に
至
る
ま
で
の
成
長
過
程

に
つ
い
て
、
と
く
に
取
揚
鯨
の
視
点
か
ら
ま
と
め
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

註（
1
）

　「
寛
政
元
酉
五
月

　申
冬
ゟ
酉
春
迄

　瀬
戸
御
崎
鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

　御
勝
手
方

　益
冨

又
左
衛
門
殿
」（
№
一
三
五
）、「
寛
政
二
戌
五
月

　酉
冬
ゟ
戌
春
迄

　勝
本
御
崎
鯨
組
御
運
上
銀

指
引
帳

　御
勝
手
方

　益
冨
又
左
衛
門
殿
」（
№
一
五
四
）、「
寛
政
三
亥
五
月

　戌
冬
ゟ
亥
春
迄

　

瀬
戸
鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

　御
勝
手
方
」（
№
一
三
二
四
）、「
寛
政
四
子
六
月

　亥
冬
ゟ
子
春

迄

　勝
本
御
崎
鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳
」（
№
一
〇
八
）、「
寛
政
五
丑
五
月

　子
冬
ゟ
丑
春
迄

　

瀬
戸
御
崎
鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

　御
勝
手
方
」（
№
一
〇
七
）、「
寛
政
六
寅
五
月

　丑
冬
ゟ
寅

春
迄

　勝
本
御
崎
鯨
組
御
運
上
銀
指
引
帳

　御
勝
手
方
」（
№
一
〇
六
）。
以
上
の
史
料
に
つ
い
て

は
、
秀
村
選
三
・
藤
本
隆
士
他
編
『
益
冨
家
文
書
年
代
順
目
録
』
の
四
〜
五
頁
を
参
照
。

（
2
）

　松
下
志
朗｢

西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
運
上
銀
に
つ
い
て
―
平
戸
藩
領
生
月
島
益
冨
組
を
中
心

に
―｣

（『
福
岡
大
学
創
立
三
十
五
周
年
記
念
論
文
集

　人
文
編
』
一
九
六
九
年
）。

（
3
）

　秀
村
選
三
・
藤
本
隆
士｢

西
海
捕
鯨
業｣

（『
江
戸
時
代
図
誌

　西
海
道
一
』
第
二
十
二
巻
、

筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）。
末
田
智
樹
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過
程

―
益
冨
又
左
衛
門
組
の
運
上
に
関
す
る
史
料
紹
介
―
」（
神
奈
川
大
学
『
国
際
常
民
文
化
研
究
機

構
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
二
年
）、
末
田
智
樹
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門

組
の
拡
大
過
程
」（
神
奈
川
大
学
『
国
際
常
民
文
化
研
究
叢
書
』
第
二
巻
、
二
〇
一
三
年
）、
末
田

智
樹
「
平
戸
藩
領
の
捕
鯨
漁
場
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
萌
芽
―
天
明
初
期
益
冨
組
の
鯨
捕
獲
を
か

い
ま
見
る
―
」（『
民
俗
と
歴
史
』
第
三
十
一
号
、
二
〇
一
三
年
）、
末
田
智
樹
「
平
戸
藩
領
域
に

お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
成
長
過
程
―
安
永
九
年
鯨
組
運
上
史
料
一
瞥
―
」（『
中
部
大
学
人
文

学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
号
、
二
〇
一
三
年
）、
末
田
智
樹
「
寛
政
前
期
平
戸
藩
領
に
お
け
る
捕

鯨
業
の
一
様
相
―
益
冨
大
嶋
組
の
運
上
史
料
か
ら
探
る
―
」（
神
奈
川
大
学
『
国
際
常
民
文
化
研

究
機
構
年
報
』
第
四
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
4
）
末
田
智
樹
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
―
西
海
捕
鯨
と
益
冨
組
―
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
四

年
）。


